                   2015年伊豆大島１周フルマラソン報告

  2013年に伊豆大島１周フルマラソンに初挑戦、制限時間10時間を９時間27分でゴールできた。

  2014年は年明けの申込みと思っていたが、ひょいとチラシを見たのが12月27日の申込締切日の当日で、あわてて東京連絡所に電話すると午後５時前なのにもう人がいない。証拠にファックスで申込書を送信し、翌日大島町役場に電話して相談するとたぶん大丈夫でしょうとのことで一安心、正月休みの後すぐにまた東京連絡所に電話したが、すでに定員オーバーということで結局のところ登録できなかった。その秋には風水害の惨事があったので、参加者はへるのではないかと思っていたが、そうではなかったようだ。

  それで2015年は早めに申込み（参加費は一人7000円）、またポール（両手杖）の使用をお願いし、大体いいだろうということで、大会の前日、３月２７日、鳥丸さん、娘夫妻、私の４人で12:50に芝浦棧橋を出て大島の岡田港に到着、迎えのバスで白岩ホテルに着いたのは4:00頃だった。（船賃は往復予約・大会参加割引で一人7000円）。この日は「週刊金曜日」読書会当日だったが、やむなく、欠席を連絡しておいた。

  ポールは娘の大野夫婦から勧められ、杖なら100円ショップにあるからと一度は辞退したが、今年の正月にプレゼントしてくれた。日本製・左右のペアで１万円前後したらしい。１月と２月に多摩川河畔での練習に使ったところ、一番効用の顕著なのは腰の支えだった。これまで橋の手すりなどを利用して何度も腰を伸ばさなければならなかったのが、ポールを使えば一、二度で済んだ。同じ大正生まれでも背筋の通っている人がいるのに、この二、三年来、腰が曲がりはじめたのは、母に似たのだろう。ポールの効用はほかに転倒防止とペースの維持があるようだ。

  荷物を置くとすぐホテルを出て坂を下り開会式のある元町港船客待合室に行き、ナンバーカードを受け取って、開会式に参加した。大島町長の歓迎挨拶、来賓挨拶が終って表彰になり、遠来賞が北海道北見市と熊本県玉名市からの参加者、ついで部門別最高齢賞がウルトラマラソン100kmの男女､同じく58kmの男女､フルマラソン42.159kmの男女に渡され、私はこの最後の部門の男子とされた。このとき私はとくに司会者に頼んで挨拶させてもらった。

  「一昨年私は９時間27分で無事ゴールできました（拍手）。今年はポールを使わしていただき、無事ゴールできることを願っていますが、関係者の方々にお願いがあります。一昨年、障害者の方々がゴールの1kmほど手前で、タイムアウトになりバスに収容されました｡ウルトラマラソンのスタートは朝の5時､フルマラソンのスタートは9時で、その間は空いていますから、フルマラソンの身障者と高齢者には、１時間か２時間早いスタートを次の大会から認めていただきたいのです。そうすれば私も安心して参加できます（笑）」

  これはかねての念願で、発言できたことは有難かった。賞品はクッキー１箱で、これは美味しかった。ポールの使用については挨拶でさりげなく触れたが、開会式から引き揚げるとき、娘があらためて許可の確認を係の人に求めたところ、他のランナーの妨げにならなければ良いでしょう、とのことだった。

  宿に帰ると今日と明日の夕食ではどちらをこってりしたものにするか、前もって聞かれていて、マラソン前はあっさりしたもの、後はこってりしたものにしていたが、これが裏目に出たことが後で分かった。夕食はビールで乾杯し、新鮮な刺身が美味しかった。 

翌朝、スタートの元町港に下りていった。大野君は長袖にするか半袖にするか迷っていた。私は半袖にしてスポーツウエアの上着は腕を脱いで腰にまいた。大島には風があって案外寒いので、パンツではなくズボンの人も多い。

スタートラインの長い列が９時のピストルと歓声のなかにゆっくりと動いた。フルマラソン参加者は男子340名、女子192名、計532名。スタート地点が港だから最初は上り勾配になる。これまでたいていの大会で初めは下り、ゴールは上りだったから勝手がちがう。波止場のコンクリートにポールの先の金具がなじまない。欲張ってスタートライン近くにいたから、たちまち大勢の人に追い抜かれる。それは計算済みではあっても気持のいいものではない。なぜか、のどがカラカラで息が切れる。

環状道路を北に向うころには、すべてのランナーがはや走り去り､50ｍほど先をペースメーカーの娘が走り、私の後ろには鳥丸さんがついてくれているらしい。大野君はスタートの後、「先に行って待っている」「いや、待つ必要はない、ゴールしてくれ」と答えておいた。

前からきた警察の車に「頑張って下さい」と呼びかけられ、その後でまた「頑張って下さい」と呼びかけるのが聞こえたから、私たちの後ろにまだランナーがいるのかもしれない。

ペースメーカーの娘に追いつこうとしても差はちぢまらない。ポールを交互について行くが、リズムに乗らない。＜これではタイムオーバーになるだろう。「きのこの会」の年間計画会議で伊豆大島マラソンに参加することは伝えてある。残念だが失格したと告げなければならないだろう＞＜これまでの苦労も水の泡だ＞＜最高齢のマラソン完走記録達成の野心を持つくらいなら、始めから挫折は覚悟しているはずではないか＞と心が沈む。明るい陽が雲にときどきさえぎられ、まずは上天気、風もおだやか。＜ポールを使っているから、ひょっとするとゴール出来るかもしれない＞。そう思うと急に心が晴れて足が早まる。＜いや、やはりだめだろう＞と思うと気持ちが落ちこむ。心の明暗は何度もつづき、暗い方が多かった。

三叉路で次の歩道に入るとき、段差につまずけば、年寄りはあっけなく転んでしまうから、とくに注意が肝要だ。娘との距離は100ｍほどに離れた。ゆるくて長い下り坂の先に、最初のエイドがあった。娘がそこで待ち受けて「パパすごいよ5k、50分よ」と弾んだ声だったが、信じられなかった。ここには栗饅頭やバナナなどがあったが、ネーブル２袋だけを口に放りこみ、コカコーラ半カップを一気に飲んで、走行をつづけた。ふだんコカコーラを飲むことは絶えてないが、飲んでみるとのどの通りが良かった。

やはり思っていたとおり5kの道標はその先にあった。「ここなのね、パパ5k55分よ、いいじゃない」。5kで68分をギリギリの許容タイムと考えていたので、これは大成功、思わず気持ちが晴れわたった。

それからも道は下りで、幾つかの立派なトンネルに入ると、長いトンネルのなかには中程が暗くて足許のおぼつかないのがある。トンネルを抜けても下りはつづき、前からきた警察の広報車が「この先、海のむこうに富士山が見えます」と流してゆく。ほどなく左手の断崖の下に海が見える。しかし、海のむこうは靄にけむって富士山は見えない。警察は晴れたときの記憶を流しているのだろう。崖下にくだける白波や崖の途中の家をみながら、次のエイドに近づきパンや飴やバナナのあるなかでチョコを口に入れる。

椿が茂って道が暗くなり、ゆるい上りにかかるところに10ｋの表示があり、娘が携帯の時刻をみて「10:59」と言った。＜ええっ！＞この5kで64分もかかっている。道は下りだったのに１時間を越えているのは気の緩みだ。ゴールが危ない。青くなって緩い上りにかかり、やがて大島公園まえのエイドに着き、テーブルにある小さなお粥の椀をとると、「腰掛けたら」と勧められても「そんな暇はない」と邪険にことわり、お粥の椀を一気に飲み干すと美味しかった。「もう一杯」と小母さんに言われ、迷いながら「じゃあ」と、大鍋からつがれたお粥に口をつけると、「熱い！」。最初の椀は飲みごろだったが、二度目の椀は注ぎ立てだ。心ははやるが仕方がない。先に勧められた丸木にやむなく腰掛けふうふう息を吹きかける。娘が差し出した紙コップに半分を移して冷まし、やっと喉を通すと、鳥丸さんと娘を置いてコースに立ち、高低差300ｍを越す最大の難所にかかる。Ｓ字の登りを上がっていると娘と鳥丸さんが追いついてきた。両側の樹木がトンネルをつくった道は心休まる涼しさだ。どこまでも続く上りをたどると三原山山頂にむかう道が分岐しており、そこを過ぎると、逆方向からきて、三原山をめざす58kウルトラマラソンのくたびれ果てた挑戦者と行き違う。

急坂を越えても長くて緩い上りはつづき、ようやく見つけた15kの表示で、この5kは73分かかっていた。上りだから仕方がないが、無事のゴールに不安があり、お粥で時間をとったのが悔まれる。15kを過ぎると程なくエイドがあって長机に置かれた小さなお結びを２つとり、食べながら走行をつづける。

道は高い山の上を南に走り、大島特有の風が出てきた。橋のうえを通るとき軽い登山帽が風にあおられて浮きあがる。そのまま飛ばされると橋の下まで探しにゆかなければならず、そんな暇はいまさらないし、帽子を捨てて直射日光に頭をさらしては走れない。帽子を手にもって走り続ける。ようやく上りの峠を越えて、なだらかな下りがつづく。長い下りの道をリズムを守って走りつづけるのがタイムをちぢめる決め手と思い、子供と一緒に走っているお母さんを追い抜き、脇目もふれない。

20kの表示でこの5kは63分。スタートからここまで通算で４時間15分。このままゆけば40kで８時間30分､そのあと2.195ｋだと、まずまずギリギリ９時間半でゴールできるはず。この先の急な下りで、時間を稼がなければならない。コースの後半でがっくりくると、どれだけタイムが加わるか分からぬ不安がある。35kまで行けば先が見えて元気がでるので、これからの15kが勝負だ。

20kをすぎるとすぐにエイドがあり、ここではバナナの小口切りをとってそのまま過ぎると、鳥丸さんと娘は止まって好みのものを選んでいる様子。道の傍の木陰に隠れて用をたす。仮設トイレはあるが、暗い小部屋を好まないので、いつも野外ですましている。そのうち二人が連れ立ってやってきた。やがて道はうねって急な下りになる。緩やかな下りのときにポールを使って勢いをつけたので、これを急坂に応用しポールをバネに跳ねるように駆け降りて、はや前を行く娘に追いつくと、「パパ早いね」と娘。少しでもタイムをちぢめたいだけ。下り坂の途中にエイドあり、ここにはコロッケ、メンチ、のり巻、稲荷ずしがあったが、まずは、なかの腰掛けにすわらしてもらって靴に入った小石をとり出し、稲荷ずしを頬張ってコースに戻る。

急坂を下りきると、海が眼前にひろがり、ここが25k地点。この間の5kは67分で下り坂なのに早くはない。急坂をポールを使って加速したときは、ポールの驚異的な効用を夢見たが、その効果はまるでなく頭をかしげた。用を足すのに２、３分かかったのかも知れない。ほどなく海に立つ筆岩を左手に見て、なだらかな明るい道を波浮港をひかえた町並みに入ってゆく。

町にはエイドではない篤志家の用意したテーブルがあり、小ケーキ、フルーツポンチ、ぜんざいなどをならべ、広い白布で鉢巻きをした大島絣の娘さんたちが接待してくれる。庭には前回とおなじく雪柳が可憐な花を咲かせている。この頃は100kウルトラマラソンの大島２周目の走者がぞくぞくと私たちを追い抜いていたが、このテーブルでは先に着いて腰掛けていた、その走者の一人がためらいなく椅子をゆずってくれた。感謝して腰を下ろし、フルーツポンチをゆっくりと味わい、ぜんざいを流しこみ、小ケーキをつまみ、お礼をいってレース再開。ほどなく着いた30kで15:30。競技終了時刻19:00まで残りは3時間半。この後は12.195kなので、何とかいけそうな気がした。この5kは68分、まずまずだった。

30kを出ると、すぐにエイドで、梅干、塩、あめ、チョコなどがあり、梅干を口に入れて先を急ぐ。長い市街地のなかを抜け道はゆるやかな上りから急な上り坂に変わる。ウルトラマラソン100kの走者たちは、私たちを追い抜くとき、温かい声をかけてくれる。左手に断崖を見下ろす新しい大きな橋をあえぎながら上っていると、やっと中程の欄干に35kの表示があったが、娘は何かの都合で遅れているので、鳥丸さんに時刻をきくと16：４４。この5kは74分とペースが落ちている。鳥丸さんの時計は後で娘の時計と照合し、差異のないのを確かめた。

 橋の右手は地層大切断面だ。高さ30mの折り重なった地層断面が、弱まりはじめた陽に照らされて800mつづく景観を見上げながら、長い坂を上り切ると、道は家々の間を縫ってはしり、下り上りが交互につづく。

やがて40kが近づくかと思うと心は弾み、長い下りをポールをバネに駆け降りながら、一昨年のゴール9時間27分の更新を思いつく。湧き上がるその気持に支えられ、さらにポールで地面を突いてペースを上げ、娘に追いつき並行して走っていると、時計を見ていた娘が「パパ、うまくいっている、前回並みだよ！」。新記録をと意気込んでいたので、がっくりきた。

40k手前のエイドには柏餅があり、取ろうとすると小母さんが「どれどれ」と柏の葉を剥いで渡してくれた。ゴールが近づいて、お守役を卒業した鳥丸さんが私を抜いて先頭に立った。そのあとを私と娘が追い、40k地点で17:53。この5kが63分とペースがあがっている。

40kを過ぎると、ゴールまでかっきりあと2kの地点で17:57。左手に暗くなり始めた海面がゆっくりと高まり近くの岩にぶつかり白い飛沫をあげる。あと1kで18:09。このあたりから元町港のきれいな町並みに入ってゆく。だんだん暮れて行く舗道を走っているとき、私のポールにさわって誰か一人が転倒した。ランナー一人が迫ってきていたのでその人かと振り向くと思いもよらず鳥丸さんで、ランナーを避けたさいにポールが足にからまったようだ。すぐに立ち上がり、とくにサングラスに支障がなくてよかった。

環状道路を離れてゴールにむかって駆け下りると、ゴール前で私たちは横一列に並び両手を上げて一緒にテープを切った。前回と同じく「最高齢のランナーが無事にゴールされました」とマイクが高い声で伝えると、一斉に歓声が上がった。

すでにゴールしている大野君が「よかった、よかった」と喜んで迎えてくれた。私たちのタイムオーバーを予想し、収容車が運ぶ行く先を誰かに尋ねようと思っていたところで、その予想に反して前回を４分ちじめて9:23の好記録だった。

大野君が案内してくれた長机で、あどけない少年が私のゼッケンの端についているバーコードに光を当てると、すぐに時刻入りの完走証が印刷された。男子の部で257位、男女あわせた総合順位で418位だった。この間、何人かの完走者にねぎらいの言葉をかけてもらった。完走証をもって、まず大島牛乳をコップ１杯注いでもらって飲み、ついでつみれ汁１椀をもらい中庭の石垣に腰をおろして味わった。大野君は8:10でゴールしたという。

４人で連れ立って夜風の強まった町並みをよこぎって白岩ホテルに帰り慌ただしく風呂をすませて食堂にはいった。前回の和風の宿では遅いランナーの時刻を考え、夕食を用意したまま待ってくれていたのに、今回のホテルではお構いなしにせきたてられた。

４人が夕食の席につき、まず乾杯。ビールを一気に飲み干してと思っていたのに、喉の通りが悪い。確かにゴールした後牛乳とつみれ汁を飲んでいる。食膳の白身、赤身の刺身、それから竹串に差した具に自分でメリケン粉をつけ油の熱湯にくぐらせて食べる珍しい趣向の天ぷらもあったが、その後の煮物や魚の切身の煮付けなど、すでにレース中に充分食べているので、無理することになった。こういうとき食べ残しのないバイキングが改めて好ましく思えた。家内と死別して７年、手の掛るものは作らないから、バイキングの多様なお菜も有難いのだ。マラソン後にこってりしたものを選んだのも間違いだった。

翌朝、勘定をすませて波止場にむかった。船待ちの間、立寄った便所の近くで「完走できました？」と壮年の男性に声をかけられた。「おかげさまで」「よかったですね」。ウルトラマラソン完走者のようだった。開会式での挨拶を覚えてくれていたのだ。（ホテル代は２泊４食・大会参加割引で一人２万円ほかにビール代など）

乗船開始で長い列にいるとき、見るからに100kウルトラマラソン完走者とみえる、子連れの小柄な女性がわざわざ近寄って「完走おめでとう」と声をかけてくださった。

こうして４人の参加者全員の完走できた喜びを、下船した芝浦棧橋から浜松町駅までの桜並木が満開で祝ってくれた。

